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は、工学部が創設された昭和41年頃から始まってい

ますし、農学部でも行われてきました。コンピュー

タ活用能力を育成するという観点からの「情報教育」

は昭和60年から教育学部と現在の教育地域科学部

で行われ、共通教育の「情報リテラシ」を先取りし

たかたちで授業が行われてきました。

　ネットワークの利用ができるようになったのが、

平成元年からと思います。最初は、研究用であり、

一部の学部で情報教育に利用したものの、全学部が

教育に利用できるまでにはかなり時間がかかりまし

た。全学でネットワークを教育に利用できるように

なったのは平成8年頃からです。情報処理センター

のコンピュータをリプレイスするときに、改組と

なった総合情報処理センター（米子サブセンターも

含む）、図書館、各学部に教育用のマルチメディアパ

ソコンが導入され、本学の情報教育が軌道にのりま

した。このとき、図書館に50台のインターネットに

接続されたマルチメディアパソコンが設置され、本

学では初めて学生がパソコンを自由に使える環境と

なりました。学内のネットワークを使って、学生が

自由に図書検索、大学外の図書館の蔵書検索が大学

内のどこからでもできるようになりました。そして、

平成15年度の新入生からノートパソコンを必携に

し、「情報リテラシ」と語学教育、その他の講義にパ

ソコンを使い、教官がマルチメディアを活用した講

義を行い、分かる授業の創造を推し進めています。

　現在では、すべてのメディアはディジタル化する

ことができ、そのデータをコンピュータ内に保存し、

検索エンジンを使って効率的に必要なデータを取り

出すことができるようになりました。それもネット

ワークを通じて、遠隔地から必要な情報を取り出す

ことができます。このことを可能にするためには、

図書館に所蔵していた書物、ビデオなどはディジタ

ル化してサーバーに蓄積し、閲覧に供する、いわゆ

る電子図書館を構築しなければなりません。小林一

図書館長兼副学長が図書館便りで述べているよう

に、鳥取大学は時代に即した図書館をめざして電子

図書館の構築を推し進めています。

　ネットワーク上で図書館に所蔵されているあらゆ

る情報が利用できれば、きわめて便利になります。

例えば、全ての図書、ビデオなどがディジタル化し

た電子図書館ができたとすると、いちいち図書館に

足を運ばなくても、研究室や講義室、あるいは家で

必要な本や映像などの内容を見ることができます。

時間と空間が極端に縮まります。

　しかし、ここで問題となるのは情報倫理です。情

報化が進めば進むほど、情報倫理（情報モラルと記

されている場合が多い）教育が求められ、情報教育

の充実が必要になります。図書館で所蔵している図

書やビデオなどには著作権があり、勝手に形を変え

て保存することは著作権法で禁じられています。著

作権が適用されないためには、作成者の死後50年以

上たっていること等が必要です。したがって、多く

の場合著作権法の適用範囲に入り、簡単にディジタ

ル化できません。最近発刊される本の中には、ネッ

トワーク時代に対応したディジタル化された図書の

販売もなされるようになりました。

　また、印刷業界では、紙媒体の書籍から、電子媒

体の書籍への転換が求められるとして、分厚い本を

持ち歩かなくてもコンピュータ端末から本を読める

ようにする電子ブックの開発を進めています。最近、

本型の電子書籍端末が公開されたという報道があり

ました。本の内容はメモリーカードにダウンロード

したり、ネットワークを通じて本屋や電子図書館に

接続して、場所を選ぶことなく電子書籍端末を使っ

て本を読むという光景があちこちで見られるように

なるでしょう。

　さらに、何時でも何処でもコンピュータが使える

ことを目指した、ユビキタス・コンピュータの開発

が進められています。ごく最近、0.4mm角の中に無

線発信器を備えたコンピュータを作る技術ができま

した。そうすると、紙の中にコンピュータをすき込

むことができ、ICタグ付きの本ができます。そうす

ると、本の貸し出し、返却の管理が自動的に行うこ

とができるようになります。もし、ICタグを本だけ

ではなく、全ての品物に取り付け、コンピュータで

管理することができれば、流通が一変するでしょう。

　今後、教職員や学生一人ひとりにIPアドレスを与

えたコンピュータ組み込みの身分証明書を発行すれ

ば、講義の受講手続き、出席、各種の手続き、図書
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館の利用、建物への入室管理など、全てを情報技術

で一元管理できるようになるでしょう。そうすれば、

教職員や学生へのサービスが今以上に向上するもの

と思います。

　このように、近い将来、図書館のありようが現在

より大きく変化していくことになるでしょう。今後

は、図書館も総合情報処理センターと連携をとりな

がら、情報技術を活用して知的財産の宝庫である図

書館の運営を行うことが求められることでしょう。

本学では、総合情報処理センターを改組拡充して、

図書館とも連携したよりよいサービス活動ができる

ような計画が進められています。その実現が待たれ

るところです。

（総合情報処理センター長、教育地域科学部教授）

菅　楯彦（すが　たてひこ：1878・明治11年～

1963・昭和38年）

　日本画家。鳥取市生まれ。菅盛南の長男。名は

藤太郎。最初、盛虎、ついで静湖。1902年以後楯

彦と号す。幼時に両親と共に大阪へ移住。1889年

（明治22年）楯彦11歳の時、父盛南が中風で倒れ

たため家業の画を継ぐ。絵は独学で、父以外に師

事した人は無く、様々な流派の技法を取り入れて

自家薬篭中の物とし、ついに彼独自の画風を確立

した。その中心は写生体が基調である。絵画の素

養として舞楽・有職故実・国学・漢学を学び、そ

れらが彼の絵画に反映している。有職故実を国学

者　鎌垣 春岡 （1833～1909）に学んだ。彼の師、
はるおか

鎌垣春岡は和歌山藩の人であるが、晩年大阪に出

て、梅を詠ずる和歌１万首を天満宮に献納した事

で知られる当時の賢学の一人である。楯彦の描く

舞楽や歴史画の格調高さを物語っているのも、こ

の春岡に学んだところが大きい。1935年の「皇后

冊立」（明治神宮聖徳記念絵画館所蔵）はその代表

作といえる。1930年「春宵宜行」によりフランス

政府オフィエ・ド・レトアール勲章受賞。1958年

芸術院恩賜賞。1962年大阪市名誉市民賞を受け

た。晩年は、彼がこよなく愛した大阪の風俗を濃

淡様々な技法を駆使して描き、多くの作品を生み

出した。1962年鳥取県庁の庁舎に題字を書き、ま

た県人会の依頼で「神倉秋景」（鳥取県立博物館所

蔵）を描いた。

　平成14年度郷土資料費で購入したこの作品は、

フランスで受賞した絵画とほぼ同じ手法で描いた

比較的若いときの絵の一幅である。

　　　　（解説：教育地域科学部教授　塩見邦彦）

シリーズ：所蔵資料紹介④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

菅　楯彦作　「夏　祭」

NO.102（2003）
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平成15年度に利用できる電子ジャーナル

　附属図書館では平成14年度から電子ジャーナルの提供を始めていますが、平成15年度よりScience　Direct

は全分野利用できるようになり、また、IEEE社CSLSP-eの電子ジャーナルも利用が可能となりました。システムに

よっては、フルテキストをPDFで見るだけでなく、検索機能を生かして電子メールによるお知らせ（アラート機能）

などを利用すれば、教育、研究に大いに役立ちますので是非ご利用下さい。

Science Direct

　Science Directは、Elsevier社が提供する世界最

大のフルテキストデータベースです。Elsevier社が

発行する1,700以上の科学・技術・医学・社会科学

分野のジャーナルに加え、MEDLINEなどの書誌

データベース、レファレンスワークも搭載し、総合

的な研究支援環境を提供しています。現在フルテキ

ストの数は400万件を超えています。また平成15年

度よりAcademic Press社やW. B. Saunders社等

の雑誌も見ることが出来ます。

《主な特徴》

�同時ユーザー数無制限、24時間アクセス可能。

�フルテキストはPDFとHTMLの両形式で提供。

�冊子体の発行前の論文をArticles in Pressとして

見ることができる。

�フルテキスト全体が検索の対象。

�パーソナル化機能を使用してユーザーが自分に

あった利用環境を設定できる。（お気に入りジャー

ナルリスト、検索式の保存・再利用、検索履歴の

利用）

�電子メールによりアラート機能が利用できます。

（最新号のアラート、検索アラート、引用アラー

ト）

《アクセス方法》

①図書館ホームページ(http://www.lib.tottori-

u.ac.jp)メインページの「Science Direct」をク

リックして下さい。

②Science Direct 画面になります。この画面からの

利用となります。

③利用方法や機能紹介は右上の「日本語サポート」

をクリックすれば詳しく紹介されています。ク

イックレファレンスガイドもダウンロード出来ま

すのでご利用下さい。（図書館カウンターにもあり

ます。）

Springer-LINK

　Springer-LINKは、Springer社グループの出版し

ている雑誌の電子ジャーナルを見ることができま

す。現在刊行されている約490点のジャーナルが利

用できます。

《主な特徴》

�Online Firstでは、査読済み論文を冊子体出版前

に閲覧出来ます。

�目次、抄録等を含めた書誌情報はHTML形式で表

示。

�強力な検索エンジンを格納し、高速でパワフルな

検索が可能

�電子メールによりアラート機能が利用できます。
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《アクセス方法》

①図書館ホームページメインページの「Springer-

LINK」をクリックして下さい。

②Springer-LINK画面になります。この画面からの

利用となります。

③LINK検索は、画面上の“Search for”のエリア

に検索語を入力し、“return”プルダウンメニュー

より選択して検索出来ます。また、“Advanced 

Search”を選択すれば限定した検索が可能となり

ます。

④“Browse Publications”(一覧), “Browse Online 

Libraries”（分野別リスト）を選択しジャーナル

にアクセスする方法もあります。

Science-ONLINE

　アメリカ科学振興協会(American Association 

for the Advancement of Science)から刊行されて

いる「Science」の電子ジャーナル版。1995年10

月分から利用できます。 

《アクセス方法》

①図書館ホームページメインページの「Springer-

LINK」をクリックして下さい。

②Springer-LINK画面になります。この画面からの

利用となります。

CSLSP-e(IEEE社)（平成15年度より）

　CSLSP-e (Computer Society Library Subscription 

Plan - electronic)とはIEEE Computer Society から刊行

される雑誌20種類及びプロシーディングス（現在1000

タイトル以上）をオンラインで閲覧可能です。

《アクセス方法》

①図書館ホームページの「CSLSP(IEEE)」をクリッ

クして下さい。

②IEEE Digital Library画面になります。この画面

からの利用となります。

Ｎature　

　Nature は世界中の科学情報をタイムリーに伝え

る週刊誌＋電子ジャーナルです。

《アクセス方法》

①図書館ホームページメインページの「Nature」を

クリックして下さい。

②Nature画面になります。この画面からの利用とな

ります。

③ユーザ・パスワード管理の利用ですので、図書館

ホームページメインページの「Nature」横の「説

明」をクリックして確認して下さい。

その他の電子ジャーナル

　鳥取大学が冊子体を購読すれば見ることができる電

子ジャーナルもあります。図書館ホームページメインペー

ジの「その他電子ジャーナル」をクリックして下さい。（医

学部分は医学部分館ホームページよりご覧下さい。）

　以上、簡単に説明してきましたが、フルテキスト

を閲覧するには、主にPDF形式での出力となります

ので、Acrobat Readerが必要です。サイトよりダ

ウンロードしてご利用下さい。（HTML形式を提供し

ているサイトもあります）

　なお、利用について不明な点がありましたら、学

術情報サービス係（内線7060）または電子情報係

（内線7030）までお問い合わせ下さい。
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エンブレム（寓意図像集）関係コレクションを購入しました�
－平成１４年度大型コレクションの紹介－

　平成１４年度の文部科学省特別図書購入費（大型コレクション）でエンブレム（寓意図像集）関係コレク

ションを購入しました。この資料は１６世紀から１８世紀にかけて刊行されたエンブレム関係図書（死の寓意

表現の代表である「死の舞踏」を含む全６点）の１セットで、美術表現の上でも、刊行当時の西洋の世界観

（思想・歴史・文学）を知る上でも極めて重要な著作であり、美術的、歴史的価値の高い資料です。

　エンブレムは、ギリシャ古来の西洋の伝統であるアレゴリー（寓意）を元として、中世、ルネサンス、バ

ロックにおいて盛んに制作、著作され、美術や音楽、文学、演劇等の芸術全般にわたり表現上の中心的位置

を占めており、その背景には、歴史観や西洋思想史上の伝統的な観念が色濃く反映されています。このコレ

クションは、こうしたエンブレムをオリジナル作品から直接、研究・考察することのできる稀覯書を中心に

集めた貴重な資料群です。

１．ラ・ペリエール「良き創意の劇場（道徳的寓意図像集）」

　La Perriere, Guillaume de

　Le Theatre des bons engins, auquel sont contenuz cent 

Emblemes moraulx.

　Paris: Denys Janot, (1539)

　　道徳的な寓意図像100枚からなるエンブレム本。アルチャー

ティのエンブレム本はフランスでも熱狂的な人気を博したが、

それに伴いフランス人著者ギョーム・ド・ラ・ペリエールによっ

て出されたエンブレム本が本書である。フランス人による最初

のエンブレム本である。初版も本書と同じ1539年に出された。

２． ホラポロ「ヒエログリフィカ」ギリシャ語・ラテン語版

　Horapollo

　Hieroglyphica. Ori Apollinis Niliaci, De sacris notis & 

sculpturis libri duo ...(Greek version by Philippus; 

translated into Latin and edited by J. Mercier.)

　Paris: apud Iacobum Kerver, 1551.

　　ホラポロ（＝ホルス・アポロ）の「ヒエログリフィカ」は

「象形文字の秘密」という意味だが、古代エジプトの象形文字

について正確な知識を伝えるものではなく、古代宗教の変形と

しての魔術や迷信を説明したものである。そこで用いられたシ

ンボルは15～18世紀の芸術家や著作家たちを刺激する魅力的

なものであった。1531年にアルチャーティが「ヒエログリフィ

カ」の当世版ともいえる「エンブレマータ」を出版し、その後

の寓意画像集の流行を引き起こした。

`

：
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３．（エンブレム）アリアス・モンタノ「人間の救済」第２版　 　クリストフ・

プランタン印行

    Arias Montano.

　Humanae Salutis Monumenta B. Ariae Montani Studio Constructa et 

Decantata.  

　Antwerp: Christopher Plantin, n.d.[1572]

　　クリストフ・プランタン（ｃ．1520－1589）はアントワープの最も偉大な印刷者で

あり、16世紀ヨーロッパの最も優れた印刷者の一人であった。プランタンが印刷を

開始した当時は木版画が主流であったが、1570年以降、プランタンによる銅版画

の頻用によりオランダ、ベルギー地方とフランスにおいて銅版画が多く用いられるよ

うになった。本書は第２版であり、本文活字は組み直され、旧約・新約聖書の場面を

描いた銅版は新たに彫り直された。プランタンが1571年に八折判として印行したモ

ンタノの「人間の救済」は、オランダ、ベルギー地方で多くの銅版画を入れて出版さ

れた最初の本であり、人類の堕落と救済の奇跡を71点の銅版画とともに描いたもの

である。各銅版画にはアリアス・モンタノによるラテン語二行詩の注釈が付せられ、

歌（オード）や聖歌が添えられている。プランタンの序文によれば銅版画はプランタ

ンの下絵に基づき、Wiericx, Pieter van der Borchtの兄弟、Abraham de 

Bruyn, Pieter Huys, Crispijn van den Broecke などプランタンの共同製作者

の中でも最も優れた面 に々よって彫られたものである。ヴェラム装丁が外れかかって

おり、題扉に初期の持ち主による蔵書表記〈Simoni de Felicia(?)〉が書かれている

が、上から貼られた紙で隠されている。題扉裏面に〈F. Liechtenstein Bibliothek〉

の蔵書印。

４． 銅版画「死の舞踏」

　[Dance of Death]

　Memento Mori - Es ist des Menschen kind ein wurm ...

　25.5×20㎝

　　17世紀前半のドイツの銅版画。作者不明。

５．（死の舞踏）マルシャン「偉大な死の舞踏」

　[Dance of Death] [Marchant, Guyot]

　La Grande Danse Macabre des Hommes et des Femmes, Historiee & 

Renouvellee de Vieux Gaulois, en Langage le Plus Poli de Notre Temps. 

　Troyes: (Jean - Antoine Garnier), [1728]

　　1486年版に使用された版木を使用したフランスのチャップ・ブック。この

希少なチャップ・ブックの「死の舞踏」には61枚の木版画が入っており、その

大部分の木版画はマルシャンの1486年版に使用されたオリジナルの版木を

使って刷られたものである。その他に出版人のガルニエが持っていた15世紀の

版木も使用している。

´

´
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ミニ・トピックス

サイエンス・ダイレクト（電子ジャーナル）の利用講習会
　昨年より導入し、今年度から全分野の利用が

可能となったエルゼビア社のサイエンス・ダイ

レクトの利用講習会を、平成15年６月１７日に

鳥取地区会場（附属図書館）、18日に米子地区

会場（医学部保健学科棟）の２つの会場で、参

加者延べ50名を得て開催しました。講師にサイ

エンス・ダイレクト認定トレーナーの松山氏を

招き、精度の高い検索方法や最新情報を確実に

入手するアラートの設定など様々な機能を分か

り易く解説していただきました。サイエンス・

ダイレクトの効果的な利活用方法を学ぶことが

でき、大変好評でした。

図書館で中学生が職場体験学習
　附属図書館では今年度も、６月24日から26日

の３日間を教育地域科学部附属中学校、６月30

日から７月４日の5日間を鳥取市立湖東中学校

と、市内の２つの中学校の職場体験学習を受け

入れました。これは、仕事などの体験活動や社

会へ積極的に関わる体験を通して地域社会での

人間関係づくりを学び、そして共に生きる心や

感謝の心を育むことを目的として両校が実施し

ているもので、各々の生徒３人ずつが参加しま

した。両校の中学生は、カウンターでの図書の

貸出・返却処理をはじめ、雑誌の受付やISBNで

検索してNACSIS-CATから書誌データをダウ

ンロードするなどの業務を実際に体験したほ

か、今回の新しいメニューである簡単なホーム

ページの作り方や電子ジャーナル体験などを熱

心に学びました。

６． ヘンケル／シェーネ共編「エンブレマータ：16・17世紀の象徴芸術」全２

巻

　Henkel, Arthur & Albrecht schone, eds.

　Emblemata: Handbuch zur Sinnbildkunst des XVI. und XVII. 

Jahrhunderts. 

　Stuttgart: Metzler, 1967-1976.

　　ゲッティンゲン・アカデミーの後援で刊行された書で、ドイツ、オランダ、

フランス、スペイン、イタリア、イギリスのエンブレム本に基づいた豊富な情

報の書誌。

：
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附属図書館利用状況

鳥取大学附属図書館報 

平成14年度平成13年度平成12年度平成11年度平成10年度

309日310日308日298日270日中 央 館

327日328日323日316日277日医 学 部 分 館

年度別開館日数

年度別入館者数

150,000 

100,000 

50,000 

0 

450,000 
400,000 
350,000 
300,000 
250,000 
200,000 
150,000 
100,000 
50,000 

0

年度別貸出者数・冊数
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NO.102（2003）

平成14年度分類別貸出冊数

文献複写学外依頼・受付件数

貸出冊数
分　類

医学部分館中央館

11,58738,294　 総　　数

164,367０　総　　記

132798１　哲　　学

3868２　歴　　史

875,193３　社会科学

11,29612,703４　自然科学

87,640５　工　　学

23,783６　産　　業

14957７　芸　　術

1836８　語　　学

281,149９　文　　学
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鳥取大学附属図書館報 

本学教官著作寄贈図書（平成13年9月～平成15年8月受入分）

  この２年間に、次の資料を寄贈していただきました。中央館２階の本学教官著作寄贈図書コーナーに配架

し利用に供しています。（寄贈者名のＡＢＣ順。所属等は平成15年9月1日現在） 

発行所名・発行年月日書　　　　　　名寄贈者名・所属等頭文字

富士書店
1997.1.20天神川の自然藤島弘純

（元教育地域科学部）FU

富士書店
2000.2.1日野川の自然藤島弘純

（元教育地域科学部）FU

創風社
2001.10.15重信川の自然藤島弘純

（元教育地域科学部）FU

富士書店
2002.8.8

心に残るふるさと鳥取アピールのための五ケ国語表
現集

福安佳子
（教育地域科学部）FU

東洋館出版社
2001.3.30文学教育の歩みと理論浜本純逸

（元教育地域科学部）HA

溪水社
1996.8.5国語科教育論浜本純逸

（元教育地域科学部）HA

明治図書
1997.8

国語科新単元学習論
（国語科新単元学習による授業改革1）

浜本純逸
（元教育地域科学部）HA

東洋館出版社
1996.8.20

文学を学ぶ・文学で学ぶ
（シリーズ・国語教育新時代）

浜本純逸
（元教育地域科学部）HA

ソフトサイエンス社
2001.9.10

ミティゲーション
自然環境の保全・復元技術

日置佳之
（農学部）HI

朝倉書店
2002.4.15生態工学日置佳之

（農学部）HI

技報堂出版
2002.5.24道と緑のキーワード事典日置佳之

（農学部）HI

日本写真出版
1998.4医学史概説飯野晃啓

（医学部）II

PHP研究所
2002.3.20

ゆたかな森をつくりだせ
（「いい環境」をハイテクでつくる③）

井上光弘
（乾燥地研究センター）IN

明治図書
2002.2

「生活」を楽しむ授業づくり
QOLの理念で取り組む養護学校の実践

入江克己
（教育地域科学部）IR

朝倉書店
1975.9.30新版農業機械学石原�昂

（元農学部）IS

診断と治療社
2002.6

ADHD,LD,HFPDD,軽度MR児保健指導マニュアル
ちょっと気になる子どもたちへの贈りもの

小枝達也
（教育地域科学部）KO

農林統計協会
2001.12.10中山間地域農業の支援と政策松原茂昌

（農学部）MA

音楽の友社
2002.2.28チェコ音楽の歴史　民族の音の表徴内藤久子

（教育地域科学部）NA

明石書店
2003.2.20日本植民地下朝鮮における学校体育政策西尾達雄

（教育地域科学部）NI

富士書店
2002.7

環境のはなし
鳥取発・地球再生の智恵

作野友康
（農学部）SA

九州大学出版会
2002.2フレーゲの論理哲学田畑博敏

（教育地域科学部）TA

農山漁村文化協会
2002.3

ブドウの絵本
（そだててあそうぼう45）

高橋国昭
（農学部）TA

PHP研究所
2001.7.27

人生を変える読書
（PHP新書162）

武田修志
（教育地域科学部）TA

古典文学論注の会
2002.5三条右大臣集注釈稿田中仁

（教育地域科学部）TA

海文堂
2002.10.15自己組織化マップ応用事例集徳高平蔵

（工学部）TO

東京大学出版会
2002.8.20水辺林の生態学山本福壽

（農学部）YA

文永堂
2002.11.20

樹木環境生理学
（現代の林学13）

山本福壽
（農学部）YA
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